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　Physical　properties 　of 　deaerated　 water 　such 　as 　permeability 　into　textile　fabrics　and 　surface

tension 　 were 　 measured 　 carefully 　 using 　 the　 deaerated 　 water 　produced 　by　 a　 new 　 technology

which 　 uses 　 hollow　 fibers．　 No 　 difference　 in　 surface 　 tension　 between　 aerated 　 and 　 deaerated
water 　 was 　 observed ．　 However，　 the　 observed 　permeabUity 　 of 　deaerated　water 　into　tcxt且e 五bers
was 　 clearly 　 different　 from 　 that 　 of 　 aerated 　 water ．　This　 clear 　 difference　 may 　 be　 explained 　 by

the　dlssolution　of　gaseous　 molecules 　 con 五ned 　in　tiny　 vo 孟ds　 of　fibers　in　deaerated　 water ．
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　1． 緒　　言

　わ れ わ れ の 生 活 に 密接 な関 わ りを持 つ 水 も，そ の 構

造 に つ い て は ，現在 もなお活発 な研 究が 行わ れ て い

る
L）”5 〕．さ らに ， 水 と高分 子材 料 との 相互作用 に つ

い て も，その 重要さの 故に古 くか ら研究され ， 現在 ，

高分子固体材料中に存在する，状態の 異なる水が問題

とな っ て い る
6 ）−S ）．

　水 と高分子，特に水 と繊維に つ い て 多 く研究が な さ

れて い るが，研究に用 い られる水 の 多 くは空気 を溶存

した水 で
， 水 に溶解 して い る窒素 ， 酸素や炭酸 ガ ス な

どの気体分子の影響に つ い て は無視 されて い るの が現

状 で ある．こ れは窒 素や 酸素の 溶解度が高 々 数十 ppm

とそれ ほ ど高 くない こ とに よ る もの と思われ る．しか

し な が ら ， 膜分離技術 の 最近の 進歩に よ り溶存気体を

除い た水 （脱気水）が容易に得 られ る ように なり
9〕

，

そ の 性質が調 べ られた結果，脱気水は脱気 して い ない

水 とか な り異なる性質を示 す こ とが報告 され て い る
’°｝

．

特に，被服材料を構成す る 繊維に は 微細孔 を有す る も

の が多 く， 脱気 の 効果 は 大 きい こ とが予測 され る の で ，

高分子材料へ の 水 の 吸着性能に及ぼ す脱気の 効果を明

らか に す る こ と は 重 要 と考え られ る．

　そ こ で ，本研 究で は ，微細孔 を有す る綿の 繊 維 （ス

ラ イバ ー
）お よ び種 々 の 繊維 の 布帛 の 水吸収 に 及ぼす

脱気 の 効果を詳細に検討 し ， 空気を飽和 した水 （飽和

水）との 差異を調べ て み る こ とに した．

　2． 実験方法

　（1） 脱気水 の 製造

　大 日本 イ ン キ化学 工 業  の 脱気 モ ジ ュ
ール （MJ ）

に水道水を流 し， ア ス ピ レーターで モ ジ ュ
ール を減圧

して 脱気水を採取 した．こ の 脱気 モ ジュ
ー

ル の概略 を

Fig．ユに示 し た．脱気モ ジ ュ
ール は ，低分子の み を透

過さ せ る こ とが で きる 中空糸を束ね た もの で ，中空糸

内に水道水 を通し，中空糸の 外側を減圧にする こ とに

よ り，水中 の 溶存気体をすばや く取 り除 くこ とが で き

る．中空糸内の 水道水の 流量を少な くし ， 水道栓をい っ

ぱ い に 開 い た ア ス ピ レ
ーターで 脱気水を採取 し，測定

まで 空気 が溶け込 まな い ように 注意 した．なお ， 脱気
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Fig．1．　 Degassing　process　through 　the　hollow　fiber　membrane

水を採取した時の減圧度は い ずれ の場合も 18± 2mmHg

で あっ た．また ，測定前後で溶存酸素濃度を測定し，

それ らの 平均値を試 料水 の 溶存酸素濃度と した ．なお，

脱気水 中の 溶存気体 量を溶存酸素計 （柴田科学 DO −2）

を用 い て 測定 し ， 溶存 酸素濃 度 （ppm ） として 表 し

て い る．こ の モ ジュ
ール で は ， 条件に よ っ て 溶存酸素

濃度の よ り少ない 水が得 られ る はずで あ っ たが
II）
，水

道水の 流 量 を少な くし て もほ とん ど溶存酸 素量が変化

しなか っ た．溶存気体 の 影響を十分に確認 で きる と考

えられ たの で ， 少し酸素濃度 として は高か っ た が，通

常水道水 の 酸素濃度 の お よ そ 10分 の 1 に あ た る 1ppm

前後の 水を ，
こ の 実験 で は脱気水 として 使 用 した．当

然，空気中の 炭酸ガ ス も試料の水に とけ込 ん で い る．

そ こ で ， 脱気前後で pH を測定 したが ，
　 pH 　5．1 か ら

6．5 に変化し，炭酸ガ ス も除去され て い る こ とがわか っ

た．

　なお ，
こ の 脱気水 に 6 時 間以 上 空気を吹 き込み空気

の 飽和 した水 （飽和水）を調製 した．さらに，脱気水

との 比較を行うため長時間空気 に曝して お い た 蒸留水

も使用 した．

　  　撥水加工布へ の 浸透性

　JIS撥水試験 A 法 （ス プ レー法 ）に よ り撥水加工 を

施した試料布に，脱気水，飽和水お よ び蒸留水で 撥水

試験 を行 っ た
1z，

．ス プ レ
ー法で は撥水度判定に定量性

が欠 けるため ，
バ イ ア ス に切 り出 した 8．5cm 角 の 試

料布を ス プ レー試験機 に取 り付 け ， 水 を ス プ レー
した

後，布に 付着 し た水 を振 り落 とし ， 浸透 した水 の 重量

を撥水加工布へ の 水の浸透力として 評価 した
1S），

　（3） 木綿繊維の 吸水速さ

　遠心脱水機 の 脱水用 セ ル に，脱水 の 際水を除去 で き

る ように 工夫 をし，

．一
定量 の 木綿 ス ラ イバ ー

（200mg ）

を こ の セ ル に詰め，試料水 2．5mi を散布 し
一

定時間

後に 4，　OOO　rpm （2，000　x 　g の 遠心加速度 ）で 脱水 を

行い ，木綿繊維の重量増加よ り木綿繊維中へ の 試料水

の 吸水速さを調 べ た．

　（4） 沈降開始時 間

　試料水を 100　ml ビー
カ
ー一

杯 に満た し， 木綿 ， ア

セ テ ート， キ ュ プ ラ の 各繊維の 試料片 （2cm 角 ）を

そ の水面に そっ と浮か べ
， 試料片が吸水 し液面か ら試

料片全体が離れ る まで の 時間 （沈降開始時間）を測定

し た ．

　（5｝ 布片の 水中落下速度

　硝子 シ リ ン ダ
ー

に試料水 を入れ，木綿，ア セ テ
ート，

キ ュ プ ラ の 各繊維布帛の 試料 片 （5mm 角 ）をそ の 水

面 に そ っ と浮か べ
， 試料片 が水 面下 5cm か ら 15cm

まで沈降す る の に 要す る 時間を測定 しt 平均 の 水 中落

下速度を求め た．

　（6） 表面張力

　島津 製作所製 デ ュ ヌ
ーイ式表面張力計を用 い ，脱気

水 ， 飽 和水お よび 蒸留水 の 表面張力を室温 （約 26℃ ）

で測定 した．

　3．　 結果および考察

　（1） 試料水の 溶存酸素量

　大 日本 イ ン キ化学工 業  の 脱気モ ジ ュ
ール （MJ ）

で採取 した脱気水，お よ び ，こ の 脱気水に 十分空気

を吹 き込 ん だ 飽 和水 ，さ ら に ，蒸留水 の 3 種 の 試料

水に つ い て ， お の お の の 溶存酸素 濃度 を溶存酸素計

（柴 田科学 DO −2） で 測 定 した．それ らの 測 定結果 を

Table 　 1 に 示す．水 は種 々 の 気 体を溶解す る こ とが知
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られて い る が，化学便覧に よれば
’4｝
，空気が 飽和状態

にな っ て い る水の 酸素濃度は，空気の酸素分圧か ら計

算 す る と約 8．9ppm とな り，脱気水 を空 気 で 飽和 さ

せ た水の 溶存酸素濃度 に 近 い こ とが わか る．試料水の

保存に は，気体が溶け込 まぬ よう特 に 注意 を払い ，ま

た，で きる だ け各種 の 測 定を速 や か に行 っ た の で
， 測

定前後で 大 きな溶存酸素濃度の変化は み られ なか っ た．

Table　1．　 Dissolved　oxygen 　 in　various

　　 　　 waterS 　 at　 rOOm 　 temperatUre

　　　　 （25℃）

Dissolved　oxygen （PPm ）

City　 water

Distilled　 water

Deaerated　 water

6．5−7．06

．2−7，00

．8−1．6

Table 　2．　 Water 　permeability 　into　 cotton 　 cloths

　　　　 treated　 by　water −proof　agent 　of　various

　　　　 concentrations （spray 　test　at　25℃ and

　　　　 65％ R．H．）

＆）nceltratian　 Sample

of　water
−
1〕roof　code 　of

agent　at　山e　　　cotton

血』h　　　 　 cloth

Water 　absorbed 　per

　 lgcloth （9）

Distilled　　 Deaerated
water （A ）　 water （B）

BI　4 （％）

Un −treated

1％

20／o

4 ％

8 ％

12341234123

哩

12341234

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

＃

61716598126569022579536511639978702230956657097511311111110015422020000000000000111100000000000000004176929698950063374823457850096995435129981811662141111111102664213000000000000011110000000000000000978512164174067094810706892293458719517610110231002003201121111111111111111111

ー

ユ

Dissolved　oxygen ： distilled　 water ，6．5ppm ； deaerated
water ，0．8ppm ．

　  　撥水加工布へ の浸透性

　親水性の布帛に水を噴霧する と ， 水は瞬時に布に吸

収さ れ て し まう．吸水が速すぎ る ため に ， 試料水の 浸

透性 の 比較 をす る こ とが困難 で あ る．そ こ で ， 綿布に

撥水加工 を施 し， 水 の 浸透 を遅 らせ て布へ の 試料水の

浸透性を比較する こ とに した ．撥 水加工剤 として パ ー

フ ル オ ロ ア ル キ ル ア ク リ レー
トの コ ポ リマ

ー
で あ る 日

華化学  撥水加工剤 NK ガ ー
ド （FGN −700 ）を用 い ，

1％ か ら8 ％ の 加工 剤濃 度 の 液 に浸漬後 ，絞 り率 80〜

90％ と なる よう に 絞 り機で 絞 り，乾燥後 160℃ で 3

分間ベ ーキ ン グ を行 い ，撥水加工 布を調製 した。こ れ

らの 撥水加工 布は 65％ 相対湿 度 の デ シケ
ー

タ中に
一

昼夜以上放置 し，JIS撥水試験 A 法 （ス プ レー法）に

よ り脱気水 ， 飽和水お よ び蒸留水 を用 い て撥水試験を

行っ た．なお，試料布はい ずれ も 日清紡績  製の 平織

木綿 4 種で ，＃1，2 は厚 さ 0，245mm ，織 密度 55　x 　27

本 ／cm ，＃3 は 厚 さ 0．358　mm ，織密度 24× 14 本 ／cm
，

＃4 は厚 さ 0．290mm ，織密度 52　x 　29 本／cm の もの を

使用 した ，また，＃1，3，4 は シ ル ケ ッ ト加工 布 ， ＃2

は シ ル ケ ッ ト加工 を施して い な い 布で ある．

　そ れ ぞ れ 8．5cm 角 の 撥水 加 工 試料布 を ス プ レー試

験機に 取 り付け，水 をス プ レ ーした後，布に付着 した

水を振 り落 とし， 浸透 した水の重量を秤 り，撥水加工

布 1g あた り吸 収した水の 重量 を求め た．こ れ らの 測

定結果を Table　2 に示 し た ．撥水加工 剤濃 度が 高 く

なる に従 い
， 布 1・g に浸透する水 の 量は蒸留 水，脱気

水 い ずれ の 場合も減少して い るが，明 らか に 脱気水の

方が蒸留水に比 べ て 浸透す る水の 量 が多 く，脱気水の

浸透力が平均でお よそ 1．1倍高か っ た．

　（3） 木綿繊維の 吸水速 さ

　ア ル カ リ洗浄 した ア メ リカ 綿ス ライバ ー 200皿 g に

試料水 2．5ml を散布 し，1 分後に 遠心脱水機 で 4
， 000

rpm （2，000 × g の 遠 心加 速度 ） の 脱水を行 い ，木綿

繊維の重量増加よ り木綿繊維 の試料水吸水速さを調べ

た．そ の 結果 を Table　3 に 載 せ た ．デ ータ は 少 し ば

らつ い て い る が ， 平均値は脱気水の方が値が大 きく，

木綿繊維中 によ り速 く浸透 して い く結果 とな っ てい る．

こ の 実験 は 遠心脱水用 の セ ル に ス ラ イバ ー
を詰め る方

法な ど， 実験操作が複雑であ り，また ， 吸水速 さの 違

い も 1 ％ 程度で あっ た．したが っ て ，こ の 測定方法

は 脱気水 と飽 和水 と の 差が出 に くい 方法で ある こ と が

わか っ た．

　（4｝ 沈降開始時間

　水温 25℃ の 試料水 の 水面上 に，木綿，ア セ テ
ー

ト
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Table　 3．　 Water　 absorbability 　of 　cotton 　 fibers

Water
Water 　 abserbency （％ ）

Trial　 l　 Tria且 2　 Tria且3　 Trial　4　Average

Aerated　　 29．19　　 27．46　　 27．44　　 26．61　　 27．68
Deaerated　 27．96　　 29．72　　 26．55　　 28．04　　 28．07

Table　4．　 Water　 permeabiLity　 test　 by　 floating
　 　 　 　 methodFloating

　time　（s）

Sample　　Distilled

　 　 　 　 　 water

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fiber

Aerated　Deaerated　density
Water 　　 water 　　（9／Cm

；

）

Dissolvcd　 oxygcn ： aeratcd 　 water ，6．8ppm ，　dcaerated
water

，
ユ．5PPm ．　 Water 　 absorbency （％ ）引 （置 1

一肌 ）

fW 、脚｝× 100．匪、，： sample 　 weight 　 at 　20℃ and 　65％ R．
H ．躍 ： sample 　 weight 　 after 　 centrifugation ．

お よ び キ ュ プ ラ の 各繊維試料片 （2cm 角 ）をそ っ と

浮かべ
， 試料片が吸水 し， 液面か ら試料片全体が離れ

るまで の沈降開始時間 （単位は秒 ）を測定 した．そ の

結果を Table　4 に示 した．こ の 表に は 布が硝子の 側

面に触れ た りして，測定値が明ら か に異常で あっ た も

の を除い た 6 回の 測定結果 の 平均値を示 して い る．再

生繊維 で あ るキ ュ プ ラ が最 も速 く吸水 し， 半合成繊維

で 親水性 の あま り良 くない ア セ テ
ー

トが，当然なが ら

最 も吸水 しに くい 結果 と な っ て い る．試料水 で あ る 蒸

留水の 溶存酸素濃度は 6．5ppm で ， 飽和水は 6．2ppm

で あ り，測定結果はほ ぼ 同じで あ っ た。一
方，脱気水

の 溶存酸 素濃 度 は 1．4ppm で あ り，溶存酸素濃度が

低 い ほ ど液面か ら離れ る 時間が短 くな っ て い る．すな

わ ち，脱気水で は水が 速 く布に浸透 し，布 の み か けの

密度 が 増加 し た た め に
， 液 面か ら よ り速 く離 れ た と考

え られ る．こ こ で ， 湿式紡糸法 で 得 られたキ ュ プ ラ の

場合 に ， 脱気水 と空気 を飽和 した水 との 違 い が 大 きい

の は注目に値する．

　個 　布片の水中落下速度

　硝子 シ リ ン ダー
中 に試料水を 人 れ ，試料 片 を 沈降 さ

せ ，水面下 5cm か ら 15cm ま で 沈 降するに要す る時

間 を測定 し，平均 の 水中落下速度 を求めた．なお，こ

の 測定で は試料水の 水温を 25℃ に 調節 して い る ．木

綿 ， ア セ テ ート， キ ュ プ ラ の 各繊維 試料布に つ い て ，

溶存 酸素濃 度 6．2ppm の 飽和水，お よび，1．4ppm

の 脱気水で 測定 した結果を Table　 5 に示 した ．測定

結果は い ずれ も6 回 の 平均値で あり，壁面に衝突した

もの や ，異常に落下速度の 速い もの は 除 い た ．あ ま り

大 きな速度 の 差はみ られ ない が ， 脱気水 の 方が い ずれ

の 試料布も落下が速 く，よく水が浸透 し， 試料布 の み

か け の 比重が大 き くな っ て い る ため と考えられ る 。そ

こ で ，試料布を ア ス ピ レーターを用 い 減圧状態 と し，
一

昼夜水に漬けて 十分に水を浸透させ た ．こ れ ら の 吸

水試料 布に つ い て ，同様の 測 定を行 っ た 結果 も Table　5

Cott⊂⊃n 　　　　　1幽58　　　　　1．51　　　　 1．41　　　　 1．54

Acetate　 　 4．91　　　 5．62　 　　 4，　S5　　 　 1．32

Cupra　　　　　l．29　　　　　1．44　　　　0．78　　　　　1．5

　Sample　 size ： 2 × 2cm 　
z．　 Watcr 　tcmpcrature ： 25

　℃．Disso且ved 　oxygen ： distilled　watcr ，6．5ppm ；

　 aerated 　 water ，6．2ppm ； deaerated　 water ，

　 1．4ppm ，

Table　5．　 Sink　 velocity 　 of 　 sample 　 piece　 in

　 　　 　 various 　 waterSSink

　 velocity （cm ／s）

Samp且e　　In　aerated 　 In　 deaerated
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 In　 water
　 　 　 　 　 water 　 　 　 　 water

Cotton　　　　　 2．15
Aceta吐e 　　　　　1．12

Cupra　 　 2，02

2，21　　　　　　　2．39寧

1，22　　　　　　　 L45察

2．12　　　　　　　2．16
ホ

Water　 tcmperaturc ： 25℃．　 Diss‘）lved　 oxygen ：

aerated 　water ，6．2ppm ； deaerated　 water ，1．4

ppm ．
＊Veloclty　in　 both　 aerated 　 and 　deaerated

waters 　of　cloths 　co皿 pletely　soaked 　in　deaerated
water ．

に 載せ た．長時 間減圧状 態 で 水 に 浸漬させたため に，

繊 維中 の 気体 が 除 か れ ，繊維 の み か けの 比重 が 最大値

に近くなっ た と考えられ る．それ ゆえ， 吸水試料の水

中落下速度は試料水に は依存せず非常に大きな値となっ

た ．こ の ように 試料布 の 水 中 で の 落 ド速度 は 試料布 の

みかけの 比重，すなわ ち，試料布中の 空気 の 存在量 に

よっ て 大 きく左右 される こ とがわか っ た．

　ゆ 表面張力

　液体が繊維や布帛に 浸透す る た め に は ， まず ， 繊維

表面 を濡 らさねばな らな い ．表面 の 濡れ に は表面張力

が大きく関 わ っ て い る．そ こ で ，こ の研究に用 い て い

る試料水の 表面張力を，デ ュ ヌ
ー

イ式表面張力計を使っ

て 測定 した ．試料水 の 水温 は 26℃ に 調節 し，特に ，

脱気水 の 場合 には空気が脱気水に とけ込み ， 溶存酸素

濃度が変化す る の を避け るため に ， 出来る限 り素早 く

測定 を行 い ，さ らに，測定 ご とに 新 し い 脱気水と交換

し た．常法に従 い ，白金 リ ン グ を ガ ス バ ーナ ーで 焼き，

付着して い る有機物を酸化分解 させ て清浄に して 表面

張力測 定 を行 っ た ，そ の 測 定結果 を Table　 6 に 載せ
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脱気 した水 の 繊維へ の 浸透性 につ い て

Table　6．　 Surface　tension　of　water 　measured 　by
　　　　 du　Nou ジ s　 method

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Deaerated 　 water
Distilled　 Aerated
　　　　 　　　　　（rate 　（％ ）　for
water 　 　 water

　　　　 　　　　　aerated 　 water ）

Surface　tension
　 　 　 　 　 　 　 　 71．2
（dyn／cm ）

72．5 7L 　8 （99．0）

Water　temperature ： 26℃．Dissolved　 oxygen ： distHled
water ，6．2ppm ； aerated 　 water

，
6．4ppm ； deaerated

water ，1．6ppm ．

た．測定に供試した試料水の溶存酸素濃度は ， 蒸留水

で 6．2ppm ，飽和水で 6．4ppm
， 脱気水 で 1．6ppm

で あ っ た．こ の 結果 よ り， 白金 リ ン グが清浄な場合に

は，測定誤差範囲内で試料水 の 表面張力が，溶存酸素

濃度に は よ らな い こ とが わか っ た．

　  　布へ の 水 浸透 の 機構

　試料水の 表面 張力測定結果よ り，脱気水が特別な物

理的性質を示すの で は な い こ とが わ か っ た．水中に 数

十 ppm の異物が混入 しただ け で ，
バ ル クな水の性質

A　　　Aerated　Water

BDeaerated　Water

C　　Deaerated　Water

Fig．2．　 Mechanism 　 of 　 deaerated 　 water

　　　 permeation　into　fibers

（661）

が大 きく変化する こ とは 考えに くい ．界面活性剤分子

の よ うな水 との 相互作用 の 大きなもの で も，数十 ppm

程度 の 濃度で は水溶液 の バ ル ク な性質は純水 とほ とん

ど変わ りが な い ．ま して ，水に溶けに くい 気体分子 の

場合 に は ，
バ ル ク な物 理 的性質 の 変化 は 無視 で きる で

あ ろ う．表面張力の 測定で は 差が 見 られ なか っ たが，

布へ の 浸透性，布が液面か ら離 れ る 時 間，お よ び ，布

の水中落下速度に は
， 明 らか に有意な差を確認する こ

とが で きた．こ れ らの 差は次 の ような理 由に よ り説明

す る こ とが で き る．

　布 へ の 水の 浸透は ， まず，水が 付着 し布表面 を濡 ら

すこ とか ら始まる．すで に気体分子が繊維表面 を覆 っ

て お り，場合に よ っ て は
， 表面 に 強 く引 き付 けら れ て

い る分子が存在する．繊維内部に水が浸透する に は ，

こ れ らの 表面吸着分予が多少障害 とな る と考えられ る ．

し か し， 繊維へ の 浸透水量 の差が ，湿式紡糸法 で 紡糸

された粗 い 表面構造 を持っ た キ ュ プ ラ 繊維 に顕著に見

られた こ とか ら，狭 い 隙間に 閉じ込められ た気体 状態

の分子が水分子 と 入れ換 わ っ て い く過程に 差が出た こ

とが ，原 因 と考えられる．Fig．2 に そ の 機構 を模式的

に 示 した ．A は繊維 の 微細 な孔 に 空気 の 飽和 し た水

が浸入 しようとして い る とこ ろ で ある が，中に空気 が

充満 して い る た め に 入 り込む こ とが で きな い ．こ の 水

に は 空気が 飽和し て い る た め
， 孔 の 中の 空気 を溶か し

込む こ とが で きない か らで ある．一
方，B の 脱気水で

は，孔の 中の 空気を水 の 中 に どん どん溶か し込 む こ と

に よ っ て
，
C の よ うに水が微細な孔の 中に容易に入 り

込 ん で しまう．こ の様に ，脱気水が 空気の飽和した水

と大 きく違 うと こ ろ は ，気体分子 を水中 に吸収する こ

とが で きる と こ ろ に ある と考えられる．

　存在する気体の種類に よ る浸透性に及ぼす効果に つ

い て は，特に考察 を し な か っ た が ， 現在実験 を行 っ て

い る．

　4． 要　　約

　気体分子の 溶存量の 少ない 脱気水 を脱気 モ ジュ
ー

ル

を使 っ て採取 し，親水性で ある木綿 ス ラ イ バ ー
や種 々

の繊維布帛を試料 と して選 び ， 脱気 水と空気が飽和 し

て い る水 との ，繊維内へ の 浸透性 の 違 い を詳し く調べ

た．そ の 結果 ， 繊維へ の 浸透速度は，脱気水 と 空気 の

飽和 した水 とで は ， 明らか に差の ある こ とがわか っ た．

しか し，溶存空気 の 絶対量が少ない た め ，表面張力 の

測定結果 か ら，空気が 溶け て い る か ど うか は
， 水 の 物

性に ほ とん ど影響 しな い こ とが確 認 で きた． こ れ らの
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実験結果を検討 した結果，布な どへ の 浸透性 の 違 い は，

ミ ク ロ なボ イ ドに閉 じ込め られた空気を脱気水が 吸収

す る こ と で 説明で きる こ とが わか っ た．

　本研究を行うにあた っ て，脱気水製造用脱気モ ジ ュ
ー

ル を提供して い ただ い た ， 大 日本イ ン キ化学工業  穴

沢孝典氏に心 か ら感謝 申 し上げ ます．

　なお ， 本研 究 の
一

部は 日本家政学会関西支部第 14

回研究発表会 （平成 4 年 10月）に お い て発表した．
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